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蒲生干潟の植物㊳ 

 調査日時：2024年5月14日（火）9:45～11:00，天気:晴れ 

 干潮に向けてどんどん水が川へ向かって引いている時間帯であった。定点観測では、先月までの茶色一色から一変

し、緑が目立つようになった(Fig.1）。エリアＡのヨシは、防潮堤から潟湖に向かって徐々に背丈が低くなっており、

100cm～50cmほどと生育に差が見られる（Fig.2）。エリアＢのハママツナは、3～4cmほどに成長し、地面を覆うように

なってきた(Fig.3)。エリアＤでは、コマツヨイグサの花が見られた（Fig.4）。十個体前後で群生しているところが複

数箇所で見られた。エリアＤでは、ハマエンドウの花が見られた。数はまだまばらでこれから徐々に数が増えていくと

思われる（Fig.5）。また，近くではハマヒルガオの花も数個体ではあるが確認できた（Fig.6）。ハマヒルガオはハマ

エンドウの後に咲くので来月がピークと思われる。エリアＦではハマボウフウの花序ができはじめているのが確認でき

た（Fig.7）。エリアＦの流木があるエリアで見られたハマダイコンの花はすでに落ち、葉も落ちていた。また、その

すぐ脇に新たなマツが1個体出ているのが分かった（Fig.8）。高さは20cmほどで潟湖東側のマツはこれで5個体目と

なった。 （宮﨑佳彦） 

Fig.1 エリアＢを南西側から撮影 

Fig.2 エリアＡで撮影 

Fig.4 エリアＤで撮影 Fig.5 エリアＤで撮影 Fig.6 エリアＦで撮影 Fig.7 エリアＦで撮影 
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Fig.3 エリアＢで撮影 
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Fig.8 エリアＦで撮影 
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